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変化と成長
校 長 磯 村 勇

４月には始業式、入学式、家庭訪問等々、学校は例年と同様の行事や時間の流れがあります。

学校外でも１年間を見渡せば春夏秋冬、前年と同じように季節は流れていきます。

縁あって、２年目の大殿小での勤務となった今年度も、行事や季節の流れが極端に変化してい

るわけではありません。しかし、「二周り目となるとやはりものの見え方が変化しているなあ」

と、自分自身感じることが多々あります。その見え方の変化を説明しますと、「１巡目は子ども

たちのことが知りたいという興味がベースにあり、２巡目である今年度は子どもたちの変化や違

いに目が留まる」ということでしょうか。

「あの子は登校してくる時間が、去年に比べて１０分ぐらい早くなった。」「去年の今頃は昇

降口まで保護者と一緒だったはずなのに、一人で登校してきている。朝の挨拶もきちんと聞こえ

るようになっている。今日は忘れ物をしてしまったと校長に報告まで出来た。」「卒業した６年

生と一緒だった子が、今は１年生を連れている。（従えている？）」「最高学年になったあの子は、

去年までと凛々しさが違う。」・・・・もう、数えきれない変化の発見があるのです。

当然、ポジティブな変化ばかりではありません。大声で「おはようございます」と言えていた

のに、周りを気にしているのかやや抑えめの挨拶になったといった変化もあります。

人はポジティブに変化し続ける存在ではありません。年齢が上がったからこそ自覚できる自分

の課題や悩みもあります。

上向きの変化、逆向きの変化、双方が複雑に絡み合いながら、じっと我慢の日々、地道に努力

する日々、一気に花開くときをそれぞれに子どもたちは過ごします。そうした変化を重ねていく

ことによって、得られる結果を成長と呼ぶのでしょう。我々大人が、どれだけ子どもの変化に気

づき、その変化に基づいてそれとなく関わり、どうやって成長へと結びつけるかが大切なのだと

改めて思います。

子どもは、プラス・マイナスいろいろな経験をしていきます。課題や悩みには自分で向き合わ

なければいけないのに、大人が強引にその課題を引き取って解決した気になり、本人が学んだの

は「嫌なことがあったら人に任せる」ことだったというケースもあり得ます。ですから、子ども

たちの悩みや課題を知ったとき、我々大人はどうするかを、一生懸命考える必要があります。

先日、新入社員が入社式の翌日に退職代行業者に依頼し、退職願を書くことはもちろん、辞め

ますという連絡もせず、すべてを業者任せにして退職したというニュースを聞いて絶句しました。

退職代行業がビジネスとして成り立っている（儲かっている）こともショックでした。入社式で

よほど大きな不安を感じたのだろうと想像することは十分可能なのですが、どうしても納得でき

ない部分も残ります。

これは明らかに、日本という国の変化でしょう。この変化を、この国の成長につなげるにはど

んな悩み方や努力の仕方をすればよいのでしょうか。



５月行事予定 

６月の主な行事予定 

日 曜 行事等 日 曜 行事等 

1 水 即位 16 木 心電図 尿再 

2 木 国民の休日 17 金 内科４年ひまたん ２年遠足 

3 金 憲法記念日 18 土 ＰＴＡ運営委員会・全委員会 

4 土 みどりの日 19 日  

5 日 こどもの日 20 月 
新体力テスト（予備23日）  教育実習（1人）           

あんぜん・あいさつの日 

6 月 振替休日 21 火 内科３年ひまたん クラブ JRC登録式 

7 火 
ボランティアタイム 市教研一斉理事会 下校12：50        

あんぜん・あいさつの日 
22 水 避難訓練（不審者） 

8 水  23 木 耳鼻科  

9 木 参観日 PTA総会 24 金 ３年遠足、６年修学旅行① 

10 金 内科６年 １年遠足 ありが１０の日   25 土 ６年修学旅行② 

11 土  26 日   

12 日 地区運動会 27 月 ６年振替休日 集金日 教育実習（2人） 

13 月   28 火 内科２年 クラブ ３年交通教室 

14 火 内科５年 委員会 ちょるるタイム 29 水 プール清掃     

15 水 1年生を迎える会 尿再 30 木 眼科 

   31 金 内科１年 

日 曜 学  校  行  事 月 曜 学  校  行  事 

5 水 プール開き 13 木 ４年社会見学 

6 木 耳鼻科 フッ素開始 18 火 クラブ 

7 金 参観日 綱引き 26 水 集金日 緊急引渡し訓練 

11 火 代表委員会 27 木 学校保健安全委員会 

  地域協育ネットコーディネーターの紹介 

 今年度も引き続き、桒原ハルミさんと西村圭子さんに大

殿地域協育ネットコーディネーターとして、地域と学校を結

ぶ大切な役割をお願いしています。 

  地域の方々の深い理解と協力によって、子どもたちの

学習がより豊かになり、大殿への愛着が深まっていきま

す。地域の方にとっても、子どもたちの活躍の様子を身近

に感じていただく良い機会になればと願っております。今

後も、学校の教育活動への協力を依頼することが多々あ

ると思います。御協力をよろしくお願いします。  

      あいさつや会釈について 

  高学年の委員会の児童を中心に、昇降口であいさつ

運動に取り組んでいます。元気な声が、昇降口の外まで

聞こえてきます。また、お客さんや地域の方が来られた

時には、子どもたちには、自然な会釈ができるよう、話を

しています。 

 中には、恥ずかしがり屋でなかなかあいさつができな

い子もいますが、自信をもってあいさつできるよう、これ

からも引き続き取り組んでいきます。 

     教育相談 

 今年度もｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰとして

山川先生が月に１～２回程度来

校されます。詳しくは、教育相談

だよりでお知らせします。 

（web版 写真省略） 

 家庭配布版には、ここに子どもたちが習字で「令和」と書いている様子や 

集合写真を掲載しました。 


